
 

 

 

 

2022年 8月 31日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｆ Ｐ Ｇ 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 谷 村  尚 永 

（東証プライム・コード：7148） 

問 合 せ 先 執行役員 経営企画部長 桜 井  寛 

（ TEL. 03-5288-5691） 
 

 

脱炭素社会への移行に貢献するサステナビリティ・リンク・ローンを組み入れた 

リースファンド事業案件組成のお知らせ 

 

当社は、海上輸送用コンテナを対象とするリースファンド事業において、当社初となるサステナビリテ

ィ・リンク・ローン（以下「SLL」といいます。）を組み入れた案件を組成いたしましたので、下記の通りお

知らせいたします。 

記 

 

SLLとは、借入条件が事業運営や ESG戦略におけるサステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット（以

下「SPTs」といいます。）に対する評価に連動し、SPTsの達成状況に応じて借入人にインセンティブ等が発

生する仕組みが内包されたローンをいい、持続可能な経済活動および経済成長を促進することを目的とし

ています。 

 

このたび、当社は、海上輸送用コンテナを対象とするリースファンド事業案件を組成するにあたり、当

該コンテナの賃借人やノンリコース・ローンの融資金融機関と連携し、第三者評価機関による賃借人の年

間 ESGスコアを SPTsとして、その改善状況に応じてノンリコース・ローンの金利が変動し、これに連動し

てリース料が増減する仕組みを組み入れました。 

この仕組みにより、賃借人の年間 ESG スコアが前年から改善した場合にはリース料が減額されるため、

ESGスコア向上のインセンティブとなり、賃借人のサステナビリティ活動の促進に繋がります。 

 

今後も当社は、海上輸送用コンテナのみならず、船舶、航空機を対象とするリースファンド事業案件に

おいても、世界中の賃借人のサステナビリティ向上への取り組みを支援することで、持続可能な経済成長

の実現に貢献してまいります。 

 

 なお、本件による、2022年 9月期業績予想の変更はありません。 

 

 

参考. 本件に関連する SDGs目標 

 

 


